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■ 阪大、先進医療で費用に誤り 

― 技術審査部会 ― 

 厚生労働省は２月９日、大阪大医学部付属

病院が申請した先進医療Bの「脊髄髄膜瘤胎児

手術」で、届け出時の書類の費用に誤りがあ

ったと公表した。先進医療技術審査部会（座

長＝竹内勤・埼玉医科大学長）で報告した。 

 ▽保険外併用療養費分▽先進医療に関する

費用▽保険外併用療養費分のうち患者自己負

担―の合計金額を、１件当たり82万9270円と

記載していたが、正しくは436万3900円だった。

過去に作成し申請しなかった書類の数値を流

用したことや、数値の根拠となった症例背景

の確認が十分でなかったことなどが原因。 

 大阪大医学部付属病院は、書類の作成に当

たり過去の記載を踏襲することを廃止し、担

当者が全ての記載項目を精査して行うなどの

再発防止策を示した。 

 部会では、金額を訂正した試験実施計画を

審議したが、費用以外にも書類の記載に問題

がないかなどを確認した上で、改めて判断す

ることにした。 

 藤原慶正構成員（日医常任理事）は、「先

進医療の根幹に関わる」問題との認識を示し、

大阪大医学部付属病院には「非常に反省して

もらわないといけない」と述べた。 

 先進医療Bで、横浜市立大付属病院が申請し

た「自家骨髄単核球移植による血管再生治療」

の試験実施計画の変更についても、詳細な経

緯を確認し再度、検討するとした。 

 同病院は、これまで日本医療研究開発機構

（AMED）から支援を受けていた研究費が終了す

るため、先進医療に関する費用を患者負担に変

更することなどを申請した。しかし部会は、AMED

の支援がいつまでなのかといった点を詳細に確

認する必要があると判断し、再検討を決めた。 

 このほか、試験実施計画の変更２件、協力

医療機関の追加２件を了承した。 

             【メディファクス】 

 

■ 医療事故報告、１月は34件 

― 安全調査機構 ― 

 日本医療安全調査機構は２月９日、１月の

医療事故調査制度の現況報告を公表した。医

療事故報告は34件（病院31件、診療所３件）

で、制度が始まった2015年10月から累計で

3667件になった。院内調査結果報告は29件（累

計3259件）。 

 相談件数は175件（１万9666件）。相談者の

内訳は、医療機関が95件、遺族らが76件、そ

の他・不明は４件。医療機関から相談を受け

てセンター合議を開き、医療機関に対して助

言をしたのは９件（661件）だった。 

 センター調査の依頼は４件（318件）で、調

査報告書の交付はなかった。調査報告書は累

計で225件交付されている。【メディファクス】 
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特別上映イベント「2026オーケストラの夕

べ」のご案内 

―応募締切迫る― 

 日本医師会館大講堂で開催いたします標

記のイベントに抽選で200組400名様を無料

でご招待いたします。 

 イベントの概要や申し込み方法などに関し

てましては、日医ニュース第1544号８面(下記

二次元コード)をご参照頂き、ご応募願います。 

        

◆問い合わせ先：日本医師会広報課 

TEL 03‐3946‐2121（代） 

 

本日の日医FAXニュースは２ページでの配

信となります。ご了承ください。     

日本医師会広報課 

■ 医療安全推進者養成講座、受講者募集 

― 日医、来月８日まで ― 

 日医は、2026年度「医療安全推進者養成講座」

の受講者募集を始めた。締め切りは３月８日。 

 同講座は、医療事故や紛争の背後にある本

質的な問題にアプローチできる人材を育成・

養成するのが目的。４月からの１年間、学習

専用サイトに月１回のペースで掲載されるテ

キストと演習問題を中心としたeラーニング

形式の通信制講座を受講する。対象は、医療

機関や福祉関連施設の職員、都道府県医師会、

郡市区医師会の事務局職員ら。 

 予定する教育カリキュラムは、「医療安全

対策概論」「事故防止職場環境論」など。要

件を満たした受講者には、日医会長名の修了

証を発行する。 

 定員1000人。年間受講料（税込み）は日医

会員が３万3000円、非会員が５万5000円。日

医ホームページの「医療安全推進者養成講座

案内」の募集要項を参照し、申し込みフォー

ム に 必 要 事 項 を 入 力 し て 申 し 込 む 。

（https://www.med.or.jp/anzen/kz/26entry

/index.html）       【メディファクス】 

 

■ 医薬品流通情報システム、４月にも稼働 

― 厚労省、検索も可能に ― 

 厚生労働省は４月をめどに「医薬品安定供

給・流通確認システム」を稼働する。医療用

医薬品の供給情報の検索や、類似品の情報が

確認できる。医政局医薬産業振興・医療情報

企画課が２月６日付の事務連絡で、医療関係

者に新システムの概要を周知した。 

 医薬品の供給状況は現在、製薬企業からの報

告に基づいて同省のサイトにエクセル表で掲

載している。新システムの稼働で、医療現場の

利便性向上や製薬企業の報告負担軽減を図る。 

 新システムでは、成分名や製品名等での検索

や類似品の供給情報の確認が可能。行政サービ

ス利用のための「GビズID」アカウントを作成す

れば、登録した特定の製品の出荷状況の変更を

メールで受け取ることもできる。システム開始

直後からメール通知機能を利用するには、３月

中旬までにアカウントを作成する必要がある。 

 事務連絡の題名は「医薬品安定供給・流通

確認システムの稼働開始に向けた周知につい

て（依頼）」。      【メディファクス】 

 

 【お知らせ】 
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